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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質チロシンホスファターゼ（PTP）ファミリーのメンバーです。PTPは、細胞の成長、分化、有糸分裂、および癌化を含むさまざまな細胞プロセスを制御するシグナル伝達分子として知られています。このPTPは、細胞外ドメイン、単一の膜貫通セグメント、および2つの直列の細胞質内触媒ドメインを含むため、受容体型PTPに分類されます。このPTPは、T細胞およびB細胞の抗原受容体シグナル伝達の重要な制御因子であることが示されている。抗原受容体複合体の構成要素と直接相互作用するか、抗原受容体シグナル伝達に必要なさまざまなSrcファミリーキナーゼを活性化することにより機能します。このPTPはJAKキナーゼも抑制するため、サイトカイン受容体シグナル伝達の制御因子としても機能します。この遺伝子の選択的スプライシング転写バリアントは、異なるアイソフォームをコードすることが報告されています。
	研究分野
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）およびA431（2）細胞溶解物に対するPTPRCマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	PTPRC マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。

